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l
、
は
　
じ
　
め
　
に

明
恵
上
人
は
、
数
多
く
の
片
仮
名
文
を
書
き
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
言
語
的
性
格
・
表
現
内
容
の
南
面
に
お
い
て
多
岐
に
亘
っ
て

お
り
、
共
時
論
的
研
究
の
好
対
象
で
あ
る
。
〓
ぺ
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
書
写
年
代
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
言
語
的
性
格
を
比
較

考
察
し
て
ゆ
く
場
合
に
は
、
通
時
論
的
視
点
も
必
要
と
な
る
。
明
恵
上
人
の
片
仮
名
文
を
、
通
時
論
的
に
考
察
し
て
ゆ
く
場
合
、
夢
記
が
そ
の
｛

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
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つ
の
中
心
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
明
恵
上
人
の
夢
記
は
、
自
筆
の
も
の
が
多
数
伝
存
し
て
お
り
、
書
写
年
代
も
若
年
か
ら
晩
年
に
亘
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
内
容
も
夢
の
記
録
と
し
て
一
貫
性
が
あ
り
、
言
語
的
性
格
の
変
化
を
年
代
的
に
跡
づ
け
て
ゆ
く
に
は
、
恰
好
の
資
料
で
あ
る
。

（1）

と
こ
ろ
で
、
築
島
裕
博
士
は
近
著
の
中
で
、
片
仮
名
文
の
起
源
と
系
列
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

H
　
訓
点
本
へ
の
書
入
れ
の
類

⇔
　
宣
命
書
の
変
容

臼
　
変
体
漠
文
中
の
仮
名
表
記
の
発
達

的
　
H
O
を
併
せ
た
片
仮
名
宣
命
害
の
確
立

の
　
平
仮
名
文
か
ら
片
仮
名
交
り
文
へ
の
書
替
え

又
、
別
節
で
は
、
片
仮
名
専
用
文
の
存
在
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
独
立
し
た
文
献
と
し
て
存
在

（2）

す
る
の
は
、
自
画
的
及
び
片
仮
名
専
用
文
で
あ
る
。
こ
の
内
、
的
㊧
は
、
小
林
芳
規
先
生
が
言
わ
れ
る
所
の
、
片
仮
名
交
り
文
・
漢
字
交
り
片
仮

名
文
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
種
の
片
仮
名
文
の
中
に
夢
記
を
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
臼
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

夢
記
は
、
片
仮
名
を
中
心
に
、
平
仮
名
・
万
葉
仮
名
表
記
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
に
は
、
仮
名
を
ま
っ
た
く
含
ま
ず
、
漢
文
式
の
語
序
で
書

か
れ
た
文
章
も
あ
り
、
又
、
そ
れ
以
外
の
文
章
で
も
、
仮
名
の
使
用
は
部
分
的
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
一
例
を
示
す
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な

（3）

も
の
で
あ
る
。

〔
第
七
篇
　
元
久
二
・
十
・
十
四
、
十
五
〕

〔
×
為
〕
　
〔
×
対
面
〕

同
十
四
日
依
丹
波
殿
之
事
出
京
同
十

辞
退

五
日
。
対
面
登
山
其
夜
夢
云

或
処
行
法
会
聴
聞
之
固
智
房
云
入
我
く
滅
之
仏

事
ヨ
云
ミ
成
仏
房
為
導
師
神
分
之
処
発



旬
云
入
滅
之
鋤
け
レ
ハ
云
ミ
又
教
化
之
発
句
に

カ
フ
ラ
ヤ
ヲ
イ
ル
カ
如
云
く
其
後
起
座
ヤ
バ
ラ

成
弁
之
頭
ヲ
踏
事
三
度
又
傍
ニ
ア
ル
人
ノ

頭
ヲ
三
反
踏
之
云
ミ

▼
従
来
、
和
化
漠
文
中
の
仮
名
の
混
用
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
言
及
が
あ
る
。
そ
の
内
、
峰
岸
明
氏
に
は
、
「
一
文
献
中
に
平
仮
名
・
片
仮

名
を
交
用
す
る
用
字
法
は
、
と
く
に
記
録
体
重
著
し
い
特
徴
を
な
す
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
又
、
築
島
裕
博

士
も
「
、
平
仮
名
や
万
葉
仮
名
を
、
本
文
と
同
じ
大
き
さ
で
、
又
は
宣
命
書
で
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
こ
の
頃
以
後
、
日
記

・
記
録
類
に
次
算
に
顕
著
に
な
っ
て
来
る
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
（
文
中
「
こ
の
頃
」
は
、
平
安
中
期
を
指
す
）
こ
の
よ
う
に
、
臼
類
の
片
仮
名
文

は
、
和
化
漢
文
の
中
で
も
記
録
体
を
中
心
に
見
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
夢
記
は
、
夢
紗
記
録
で
あ
り
、
又
、
日
次
記
の
形
式
で
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夢
記
は
内
容
・
形
式
両
面
に
お
い
て
、
記
録
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
夢
記
を
片
仮
名
文
の
系
列
の
第
三

類
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
仮
名
の
混
用
の
状
態
に
視
点
を
当
て
た
考
察
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
夢
記
各
篇
の
書
写
順
序

本
考
察
の
対
象
資
料
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

l
、
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
　
明
恵
上
人
資
料
第
二
　
第
一
部
　
明
恵
上
人
夢
記

2
、
高
山
寺
資
料
叢
書
別
冊
　
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
　
高
山
寺
蔵
明
恵
上
人
夢
記
（
補
遺
）
甲
篇
・
乙
篇

こ
の
内
、
2
、
の
（
補
遺
）
甲
篇
・
乙
蔦
は
、
第
五
篇
に
後
接
す
る
こ
と
が
、
奥
田
勲
氏
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
て
い
る
。
1
、
に
は
、
仝
十
六

篇
の
夢
記
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
書
写
年
代
の
明
ら
か
な
第
十
一
篇
ま
で
は
、
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
第
十
二
篇
以
降

は
、
書
写
年
代
不
明
と
さ
れ
て
い
る
篇
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
書
写
年
代
不
明
の
篇
に
つ
い
て
、
年
代
推
定
を
試
み
た
。

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
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明
恵
上
人
は
、
若
年
に
お
い
て
は
自
称
を
「
成
弁
」
と
し
、
申
年
以
降
「
高
弁
」
と
称
し
て
い
る
。
奥
田
氏
は
「
高
弁
」
の
初
出
と
し
て
、
承

元
四
年
（
一
二
一
〇
）
書
写
の
「
金
師
子
章
光
顕
紗
」
の
奥
書
に
、

承
元
四
年
七
月
五
日
夜
丑
剋
、
難
悍
愚
昧
、
依
長
房
卿
挑
難
背
、
於
紀
州
崎
山
草
竜
、
持
念
習
学
之
余
暇
抄
之
畢
　
華
厳
宗
沙
門
高
弁
　
生
年

三
十
八
歳

（5）

と
あ
る
の
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
夢
記
に
お
け
る
明
恵
の
自
称
を
篇
毎
に
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

成
夢
記
に
お
け
る
自
称
は
、
書
写
年
代
の
明
ら
か
な
欝
十
一
篇
ま
で
を
見
る
と
、
第
八
篇
以
前
で
は
「
成
弁
」
が
中
心
で
あ
る
。
二
万
、
第
九
篇

以
降
「
予
・
余
」
が
中
心
と
な
り
、
「
成
弁
」
は
見
ら
れ
な
い
。
第
八
篇
は
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
　
の
書
写
で
あ
り
、
第
九
篇
は
、
建
暦
二
年

二
二
一
二
）
か
ら
の
書
写
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夢
記
に
お
け
る
自
称
の
変
更
は
、
奥
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
「
高
弁
」
　
の
初
出
例
の
年
代
と
照

し
て
も
矛
盾
が
な
い
。
こ
こ
で
、
書
写
年
代
不
明
の
第
十
二
篇
以
降
を
見
る
と
、
第
十
二
・
十
三
・
十
四
篇
に
「
成
弁
」
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
三
冠
は
、
第
九
篇
書
写
以
前
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
書
写
年
代
を
限
定
す
る
た
め
に
、
こ
の
三

篇
と
、
書
写
年
代
の
明
ら
か
な
第
十
二
属
ま
で
と
の
、
料
紙
二
行
の
字
数
を
対
比
さ
せ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
対
応
が
見
ら
れ
る
。

第
十
二
篇
　
白
樺
紙
　
無
界
　
縦
二
八
・
〇
糎
一
行
平
均
十
六
字



第
十
三
篇
　
白
樺
紙
　
無
界
　
縦
二
七
・
九
糎
一
行
平
均
十
六
字

第
四
篇
　
白
樺
紙
　
無
界
　
縦
二
八
・
〇
糎
一
行
平
均
十
六
字

他
薦
と
の
間
に
は
、
右
の
よ
う
な
対
応
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
高
山
寺
経
蔵
に
お
け
る
所
蔵
状
況
は
、
笛
二
部
第
三
〇
二
号
二

括
中
に
、
四
・
五
・
十
二
・
十
三
・
十
四
篇
が
含
ま
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
第
十
二
・
十
三
篇
は
、
本
来
、
第
四
篇

と
つ
な
が
っ
て
い
た
も
の
で
、
後
に
分
離
し
た
と
の
推
定
が
成
り
立
つ
。
記
述
内
容
か
ら
は
、
こ
の
三
篇
の
前
後
関
係
や
、
直
接
つ
な
が
っ
て
い

た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
外
的
徴
証
か
ら
は
、
第
十
二
・
十
三
篇
は
、
元
来
、
第
四
篇
と
伴
に
〓
扇
を
成
し
て
い
た
と
見
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
表
記
様
式
の
面
か
ら
、
更
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
尚
、
第
十
四
篇
は
、
同
様
の
料
紙
を
用
い
た

篇
を
見
出
せ
な
い
た
め
、
書
写
年
代
を
限
定
で
き
な
い
。
又
、
第
十
五
・
十
六
篇
に
つ
い
て
は
、
自
称
か
ら
は
書
写
年
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
三
篇
は
、
今
回
の
考
察
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

（6）

更
に
、
同
一
篇
中
の
記
述
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
奥
田
氏
に
、
欝
十
篇
の
鐙
簡
の
訂
正
を
試
み
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
本
考
察
で
は
、
氏

の
推
定
に
よ
っ
て
陪
簡
を
訂
正
し
た
上
で
、
考
察
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。

三
、
夢
記
の
文
章
構
造

夢
記
は
、
本
考
察
の
対
象
範
囲
か
ら
見
て
も
、
若
年
か
ら
晩
年
ま
で
一
貫
し
て
、
年
紀
の
下
に
記
述
内
容
が
完
結
す
る
日
記
形
式
で
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
に
は
、
年
紀
に
月
や
日
が
明
示
さ
れ
ず
、
日
次
記
の
形
を
崩
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な

部
分
も
、
記
述
内
容
は
、
年
紀
の
下
に
首
尾
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夢
記
は
内
容
・
形
式
の
上
で
、
年
紀
の
下
に
完
結
し
た

記
述
（
以
下
こ
れ
を
段
と
呼
ぶ
こ
と
と
と
す
る
）
を
単
位
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
言
語
的
性
格
の
時
間
的
変
化
を
考

察
す
る
に
は
、
段
を
単
位
と
す
る
の
が
有
効
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
各
段
の
内
部
を
見
る
と
、
そ
の
記
述
内
容
は
、
次
の
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
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1
、
年
紀

2
、
日
次
記
事

3
、
夢
の
記
述

4
、
説
明
記
事

l
、
の
年
紀
は
、
段
の
冒
頭
に
あ
っ
て
、
以
下
の
記
述
内
容
の
あ
っ
た
年
月
日
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
年
紀
に
は
、
先
述
の
ど
と
く
月
や
日

が
明
示
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
又
、
同
じ
年
月
の
記
事
が
連
続
す
る
場
合
に
は
、
年
や
月
を
省
略
す
る
こ
と
も
あ
る
。
2
．
、
の
日
次
記
事
は
、

年
紀
に
記
し
た
期
日
に
、
現
実
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
特
に
記
す
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
場
合
に
は
、
日
次
記
事
を
記
さ
な
い
段

も
あ
る
。
又
、
逆
に
、
年
紀
と
日
次
記
事
の
み
で
構
成
さ
れ
た
段
も
見
ら
れ
る
。
3
、
の
夢
の
記
述
は
、
冒
頭
に
「
夢
云
」
或
は
「
夢
」
と
い
う

書
出
し
を
持
つ
場
合
が
多
い
。
他
に
、
「
禅
中
好
相
」
或
は
「
禅
中
」
と
い
う
書
出
し
を
持
つ
場
合
も
あ
る
。
一
方
、
末
尾
は
、
「
云
上
の
形
で

終
る
場
合
が
も
っ
と
も
多
い
。
他
に
は
、
「
党
了
」
の
形
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夢
の
記
述
は
、
そ
の
冒
頭
及
び
末
尾
に
、
類
型
的
な
語

句
を
持
つ
場
合
が
殆
ど
で
あ
る
。
中
に
は
類
型
的
な
語
句
を
持
た
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
内
容
か
ら
他
の
部
分
と
は
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
4
、
の
説
明
記
事
は
、
夢
の
記
述
に
対
す
る
説
明
的
な
記
述
の
部
分
で
あ
る
。
内
容
は
種
々
で
あ
る
が
、
特
に
夢
合
せ
に
つ
い
て
記
す
場
合

に
は
、
「
某
日
…
云
く
」
の
形
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
夢
の
記
述
は
あ
っ
て
も
、
説
明
記
事
が
記
さ
れ
て
い
な
い
段
は
多
い
。
以
上
の
よ
う
に
、

夢
記
各
段
は
、
記
述
内
容
に
よ
っ
て
、
内
部
を
更
に
細
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
記
様
式
に
は
、
記
述
内
容
の
違
い
に
よ
っ
て
、
差
異
が
認
め

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
段
は
、
更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
毎
に
、
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

尚
、
段
毎
の
右
の
四
つ
の
部
分
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
表
記
様
式
に
関
す
る
考
察
の
結
果
と
伴
に
、
∧
表
4
＞
に
示
し
た
。

四
、
自
立
語
表
記
の
年
代
的
変
移

1
、
自
立
語
の
分
類



既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
夢
記
は
、
各
篇
と
も
全
体
に
亘
っ
て
仮
名
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
段
毎
に
見
た
場
合
、
段
に
よ
っ
て
は
、
ま
っ
た
く

仮
名
の
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
本
論
文
は
、
仮
名
の
混
用
の
状
態
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
段
は
、
当
面

の
検
討
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
段
に
つ
い
て
は
、
仮
名
の
見
ら
れ
る
段
に
つ
い
て
の
考
察
結
果
と
併
せ
て
、
夢
記
全
体
の
表
記
様
式
の

年
代
的
変
移
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
併
せ
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
築
島
博
士
は
、
変
体
渡
文
に
仮
名
が
混
用
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、

0

日日

普
通
の
散
文
の
中
の
概
念
語
で
、
そ
の
和
語
の
意
味
が
、
漢
字
で
は
的
確
に
表
は
し
得
な
い
も
の
。

和
歌
を
苦
衷
は
す
場
合
。

儀
式
等
の
際
の
会
話
の
用
語
。

囲
　
加
点
さ
れ
た
漢
文
の
形
態
を
模
し
た
場
合
。

餌
　
漢
字
・
漢
語
な
ど
に
対
す
る
訓
釈
。

（7）

の
五
つ
を
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
記
録
体
に
お
い
て
見
ら
れ
る
の
は
、
H
～
由
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
内
、
O
は
夢
記
に
は
見
ら
れ
な

い
。
0
日
の
場
合
、
仮
名
表
記
さ
れ
る
語
と
は
、
要
す
る
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
漢
字
と
結
び
つ
か
な
か
っ
た
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
和
化
渡
文
が
、
あ
く
ま
で
も
国
語
を
漢
字
主
体
で
表
記
し
よ
う
と
し
た
文
体
で
あ
る
以
上
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

こ
の
類
以
外
の
語
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
表
記
上
何
ら
か
の
意
味
で
和
化
漢
文
的
で
な
い
要
素
が
混
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
夢
記
に
お
い
て
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
自
立
語
に
つ
い
て
、
右
の
観
点
に
基
い
た
分
類
を
行
な
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
第
一
段
階
と
し

て
、
各
語
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

仮
名
表
記
の
み
見
ら
れ
る
語

（8）

用
例
2
例
以
下

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
．

漢
字
表
記
さ
れ
得
た
と
考
え
ら
れ
る
語
　
1
自
立
語
Ⅲ

漢
字
表
記
さ
れ
難
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
語
1
自
立
語
佃

用
例
3
例
以
上

仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
と
が
見
ら
れ
る
語

仮
名
表
記
例
2
例
以
下

仮
名
表
記
例
3
例
以
上

1
自
立
語
拗

1
自
立
語
糾

1
自
立
語
㈲

（
煩
を
避
け
る
た
め
、
以
下
、
各
類
を
、
自
立
語
の
～
佃
と
呼
ぶ
ヱ
と
と
す
る
）

各
類
に
属
す
る
語
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

自
立
語
Ⅲ

ア
シ
〔
意
〕
　
ア
ヅ
ク
　
ア
ブ
ラ
（
物
）
　
ア
リ
ク
　
ア
ル
〔
荒
〕
　
ア
ヲ
シ
　
イ
タ
チ
　
ウ
ツ
ギ
　
ウ
ナ
ヅ
ク
　
ウ
レ
フ
　
オ
ピ
タ
、
シ
　
カ
サ
ナ
ル

カ
ム
　
カ
ブ
ラ
ヤ
　
カ
へ
ス
　
カ
ラ
グ
　
キ
ル
〔
切
・
四
段
〕
　
ク
バ
　
ク
フ
　
ク
ム
〔
組
〕
　
ケ
ゾ
ル
　
ケ
ハ
シ
　
コ
ソ
グ
　
サ
ス
〔
肇
　
ソ
ロ
フ

〔
四
段
〕
　
ソ
ロ
フ
〔
下
二
段
〕
　
ク
エ
〔
絶
〕
　
タ
コ
〔
蛸
〕
　
タ
ユ
ム
　
ッ
ク
〔
衝
〕
　
ト
ガ
　
ト
ム
〔
求
〕
　
ナ
マ
（
ヒ
）
　
ナ
ラ
フ
　
バ
ク
〔
穿
〕
　
ハ
ゲ

ム
　
（
ナ
マ
）
ヒ
　
ヒ
ゲ
　
ヒ
ル
〔
干
〕
　
フ
カ
（
田
）
　
フ
ト
（
虫
）
　
ホ
ル
　
ム
サ
、
ビ
　
ヨ
ヒ
　
ワ
ブ
　
ワ
ル
〔
四
段
〕
　
ヲ
シ
フ

自
立
語
㈲

ア
ラ
〔
接
頭
語
〕
　
イ
カ
ヾ
　
イ
ク
ラ
　
イ
ザ
ナ
キ
　
イ
ツ
　
イ
ミ
ジ
エ
〔
副
詞
〕
　
オ
ト
ナ
シ
　
～
オ
ホ
ス
　
カ
フ
ラ
（
坂
）
　
キ
ザ
ハ
シ
　
キ

ラ
メ
ク
　
コ
ロ
ブ
　
サ
　
サ
ガ
〈
シ
　
シ
ノ
ツ
キ
　
（
テ
）
ス
サ
ビ
　
ス
ヾ
ム
　
ス
ワ
ル
　
チ
ギ
ル
〔
千
切
る
意
の
語
〕
　
ツ
ク
〔
吐
く
意
の
語
〕

ト
カ
リ
　
ト
＼
ノ
ホ
ル
　
ナ
ド
〔
副
詞
〕
　
ナ
バ
ユ
　
ナ
ヤ
ス
　
ニ
ガ
リ
（
汁
）
　
～
ニ
ク
（
ゲ
）
　
～
ニ
ク
シ
〔
困
難
の
意
の
語
〕
　
ヌ
ケ
ガ
ラ
　
ヒ

（9）
ワ
ル
　
フ
マ
フ
　
マ
キ
　
ヤ
ガ
テ
　
ヤ
ハ
〈
　
ヤ
バ
ラ
　
エ
ル
グ
・
ワ
リ
ナ
シ
　
ヲ
フ
ヒ
カ
（
瀧
）

自
立
語
靭



ゲ
〔
接
尾
語
〕
　
サ
テ
　
ス
グ
〔
さ
し
通
す
意
の
語
〕
　
ス
ペ
ル
　
マ
ヰ
ラ
ス

自
立
語
糾

ア
マ
タ
　
イ
ダ
ス
　
イ
ル
〔
入
・
四
段
〕
　
イ
ル
〔
入
・
下
二
段
〕
　
ウ
〔
得
〕
　
ウ
ツ
　
ウ
ツ
、
オ
ク
〔
置
〕
　
オ
ツ
、
オ
ル
〔
下
〕
　
カ
ク
〔
懸
〕

カ
ク
〔
斯
〕
　
（
ハ
ジ
メ
）
カ
タ
　
キ
ズ
　
キ
ル
〔
切
〕
　
コ
ト
〔
事
〕
　
ス
ク
ナ
シ
　
セ
〔
瀬
〕
　
ソ
ノ
　
ソ
レ
　
タ
ツ
雫
土
段
〕
　
ツ
ク
ル
　
ッ
ク
フ

ツ
ヨ
シ
　
テ
（
ス
サ
ビ
）
　
ト
＼
ノ
フ
　
ト
モ
　
ト
ル
　
ナ
ス
　
ノ
ル
〔
乗
〕
　
ハ
ジ
メ
（
カ
タ
）
　
フ
ム
　
マ
コ
ト
　
ミ
ユ
ミ
ル
　
モ
テ
　
ヨ
ク

く
　
l
ヨ
（
ゲ
）
　
ヨ
シ
〔
艮
〕
　
ヨ
ワ
（
ゲ
）
　
ワ
カ
シ
　
ワ
ザ
ト
　
ヰ
ル

自
立
語
㈲

ア
マ
リ
ニ
　
ア
ユ
ム
　
ア
リ
　
イ
フ
　
カ
ク
〔
書
〕
　
ス
　
ナ
シ
　
ナ
ル
ー
ヒ
ク

（
語
の
採
集
に
お
い
て
は
、
複
合
語
形
の
も
の
は
、
原
則
と
し
て
切
り
離
し
て
一
話
ず
つ
採
集
し
た
。
）

自
立
語
佃
の
内
、
夢
記
全
篇
に
亘
っ
て
仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
と
が
多
数
見
ら
れ
る
の
は
、
「
ア
リ
」
と
「
ス
」
で
あ
る
。
こ
の
二
語
に
は
、
仮

名
表
記
と
漢
字
表
記
と
の
間
に
、
用
字
法
上
の
区
別
が
あ
る
か
と
も
患
わ
れ
る
。
一
方
、
こ
の
二
語
以
外
の
語
は
、
用
例
も
は
る
か
に
少
な
く
、

仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
と
の
間
に
、
用
字
法
上
の
区
別
が
あ
る
と
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
語
の
性
格
と
し
て
は
、
自
立
語
因
に

準
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

自
立
語
の
右
の
五
類
の
内
、
和
化
漢
文
の
中
で
仮
名
表
記
さ
れ
得
る
語
は
、
佃
・
印
の
類
で
あ
る
。
自
立
語
佃
は
、
夢
記
に
お
い
て
、
た
ま
た

ま
漢
字
表
記
が
見
ら
れ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
ス
ペ
ル
」
必
外
の
語
は
‥
「
三
巻
本
色
葉
字
瀾
些
「
働
僧
院
本
類
衆
名
義
砂
」
．
に

見
ら
れ
な
い
。
↓
ス
ペ
ル
」
は
、
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
」
に
、
撃
ベ
ル
〔
黒
川
木
下
ス
辞
字
1
1
1
ウ
3
〕
と
あ
る
が
、
前
田
家
本
の
対
応
個
所
に
、
こ

の
字
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
自
立
語
Ⅲ
・
田
・
㈲
（
ア
リ
・
ス
以
外
）
彗
和
化
漢
文
に
お
い
て
轄
漢
字
凄
記
さ
れ
る
の
が
普
通
と
考
え
ら
れ
急
葦
あ
る
。
ヱ
れ

ら
の
語
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
表
記
上
、
．
和
化
漢
文
調
で
鬼
小
要
素
が
混
入
も
て
い
名
こ
七
に
な
薫
こ
れ
ら
の
語
泊
、
片

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四

仮
名
文
の
内
で
も
、
片
仮
名
交
り
文
に
お
い
て
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
の
は
、
痍
字

交
り
片
仮
名
文
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
立
語
川
・
囲
・
㈲
（
ア
リ
・
ス
以
外
）
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
段
は
、
表
記
上
、
漢
字
交

り
片
仮
名
文
的
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
こ
と
が
で
き
る
。

2
、
夢
の
記
述

前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
自
立
語
Ⅲ
・
糾
・
聞
（
ア
リ
・
ス
以
外
）
の
仮
名
表
記
の
有
無
に
よ
っ
て
、
夢
記
各
段
の
夢
の
記
述
の
部
分

を
a
類
と
も
類
と
に
分
類
し
た
も
の
が
、
次
表
で
あ
る
。
尚
、
も
類
に
は
、
仮
名
表
記
の
内
に
、
自
立
語
の
仮
名
表
記
の
見
ら
れ
な
い
段
も
含
ま

れ
る
。
自
立
語
㈲
・
由
の
有
無
は
、
用
語
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
表
記
上
の
性
格
は
、
自
立
語
∽
・
用
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
な
い
段
も
、
見
ら

れ
る
段
同
様
、
和
化
漢
文
的
な
も
の
で
あ
る
。

∧

衷

1

＞

．五四 三 二 一篇

a

類

2
＿

1
＿

3
＿

⊥ 345 ．段

3
1

4
4
1

2

3
6

3
6

訂

1
＿

2
＿

171 5時絆
）

自
立

3 2

＿

1 ー ㌫2
⊥ 土3 語

5 1 4
丁

17 5〈隷
）

一芸 ‾四
2
＿

言

＿

＝
＿

＝ 篇
・段 b

l類

ー bW
hは

r自
立
語

1 ー－‾ ‾京



九

十

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て

一
八
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
表
中
、
自
立
語
の
用
例
数
は
、
延
べ
語
数
で
あ
る
）

表
の
結
果
を
数
値
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

1D a 類篇
旦恕

．1中
」

3
＿

】
㍉
」
1 二

0 1 三
王 丁四

2
＿

丁五

1 丁 丁
ハ

㌃7 七
丁 丁 1＼ノ
丁 丁九
互 肯十

⊥0 十
＿

1 3 十
二

丁
5 十

三

こ
れ
よ
り
、
第
八
篇
以
前
で
は
、
各
篇
と
も
、
b
類
の
段
は
見
ら
れ
な
い
か
、
見
ら
れ
て
も
a
類
の
段
と
は
ぽ
同
数
ま
で
で
あ
る
の
に
対
し
、

第
九
篇
か
ら
第
十
二
局
ま
で
で
は
、
a
類
の
段
は
見
ら
れ
な
い
か
、
見
ら
れ
て
も
、
b
類
の
段
の
数
に
比
べ
れ
ば
、
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
書
写
の
第
八
篇
ま
で
で
は
、
仮
名
表
記
の
見
ら
れ
る
段
に
は
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
的
な

表
記
の
要
素
の
見
ら
れ
る
段
が
多
い
の
に
対
し
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
か
ら
の
書
写
で
あ
る
第
九
篇
以
降
で
は
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
的
な

表
記
の
要
素
の
見
ら
れ
る
段
が
、
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
尚
、
第
二
節
に
お
い
て
、
第
十
二
・
十
三
篇
の
書
写
順
序

に
つ
い
て
問
題
と
し
、
外
的
徴
証
よ
り
、
本
来
、
第
四
篇
と
つ
な
が
っ
て
い
た
も
の
と
す
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。
こ
の
可
能
性
を
自
立
語
の
仮

名
表
記
の
状
鰭
茹
ら
見
て
も
、
欝
八
鼠
以
前
、
年
代
と
し
て
は
、
建
永
以
前
に
書
写
さ
れ
た
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
第
十
二
・
十

三
篇
は
、
本
来
、
第
四
篇
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
、
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
言
え
る
こ
と
は
、
第
八
篇
以
前
（
以
下
、
第
十
二
・
十
三
篇
を
含
む
）
に
お
い
て
は
、
自
立
語
拗
・
用
の
仮
名
表
記
例
が
、
a
類
の
段
に
集



中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
甚
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
九
篇
以
降
で
は
、
a
類
の
段
に
も
、
b
類
の
段
に
も
、
自
立
語
拗
・
佃
の
仮
名
表
記
が

見
ら
れ
る
。
豊
語
川
・
田
∵
㈲
二
ア
リ
・
ス
以
外
）
の
よ
う
に
、
漢
字
表
記
さ
れ
得
る
語
に
お
い
て
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
表
記
上
の

問
題
で
あ
る
三
方
、
自
立
語
聖
廟
の
よ
う
に
漢
字
表
記
さ
れ
難
い
語
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
表
記
上
の
問
題
で
あ
る
と
共
に
、

用
語
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
立
語
9
個
の
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
段
と
、
見
ら
れ
な
い
段
と
の
問
に
は
、
用
語
上
に
も
差
異
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
彿
八
篇
以
前
で
は
、
・
各
段
の
表
記
上
の
差
異
と
、
用
語
上
の
差
異
と
の
問
に
は
、
対
応
関
係
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
第
九
篇
以
降
で
は
、
表
記
上
の
差
異
と
、
用
語
上
の
差
異
と
が
、
対
応
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
更
に
細
か
い
考
察
を
加
え
る
た
め
に
、
豊
語
紗
・
佃
に
分
類
さ
れ
た
各
語
に
つ
い
て
、
品
詞
別
の
分
類
を
行
な
っ
た
の

が
次
頁
の
表
で
あ
る
が
、
こ
の
表
よ
り
分
か
る
こ
と
は
、
▼
名
詞
・
料
詞
は
、
全
体
に
亘
っ
て
見
ら
れ
る
が
、
形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
や
、
形
容

動
詞
を
形
成
す
る
接
尾
語
丁
ゲ
」
は
、
第
八
篇
以
前
の
a
類
の
段
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
名
詞
や
動
詞
は
、
表
現
素
材
に
よ

っ
て
使
用
が
規
定
さ
れ
や
す
い
。
∵
万
、
形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
や
、
形
容
動
詞
は
、
表
現
素
材
よ
り
も
、
表
現
主
体
の
意
識
に
よ
っ
て
、
使

用
が
規
定
さ
れ
る
面
が
強
い
。

そ
と
で
、
ま
ず
名
詞
・
動
詞
に
つ
い
て
見
る
と
、
名
詞
は
、
固
有
名
詞
か
、
具
体
的
事
物
を
指
し
示
す
語
が
殆
ど
で
あ
り
、
動
詞
も
、
具
体
的

動
作
を
示
す
語
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
語
は
、
表
現
素
材
に
よ
っ
七
使
用
が
規
定
さ
れ
る
語
と
考
え
ら
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
名
詞
・
動
詞
が
、
第
八
篇
以
前
に
お
い
て
は
、
a
類
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
は
、
表
現
素
材
と
表
記
様
式
と
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
九
篇
以
降
で
は
、
名
詞
・
動
詞
の
仮
名
表
記
は
、
a
類
・
b
類
の
段
と
も
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
表

現
素
材
と
表
記
様
式
と
庭
対
応
関
係
は
見
ら
れ
な
い
。
l
次
に
、
形
容
詞
・
副
詞
・
接
続
詞
・
形
容
動
詞
形
成
の
接
尾
語
「
～
ゲ
」
に
つ
い
て
見
る

（10）

と
、
・
こ
れ
ら
の
語
の
内
に
†
和
文
特
有
語
が
多
い
て
と
が
分
か
る
。
（
表
中
、
※
を
付
し
た
も
の
か
、
和
文
特
有
語
と
著
え
ら
れ
る
語
で
あ
る
）
こ
の
類

の
語
は
、
算
八
篇
以
前
の
a
類
の
段
に
集
中
し
て
い
を
こ
の
こ
と
は
、
第
八
篇
以
前
の
a
類
の
段
が
、
他
の
段
に
比
べ
て
、
和
文
系
の
語
彙
を

も
含
め
た
用
語
を
用
い
る
と
い
う
用
語
意
識
を
も
っ
て
記
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
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中
、
数
値

十

19434

‾

345

三

3

四

1

十
二

15と
U

十
三

567

五

2

六

35

七

4981

八

105161

晶

，

崩
・段

※※ ヲイヌキニカシ
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詞
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頬

は
用
例
教

で
ぁ
る
）

（
lこ

イ

ッ
フザケザガフノ
ヒナガヽノラツ

ス
サ
ヒ

1 カ

（瀧
）

キ

1

ラ

1

シ
1

（
汁
）

1

（
坂
）

1

キ
1

ウ
リ 1

キ ヒコス※トススナナ英

動

詞

ラ ワロペマヽヾペノヤマ
メ
タ

ル

1

プ
1

ル
1

ヰ

ラ

ノ
ホ

ム
1

ル
2

ユ
1

ス
1

ヰ
ラ

1 スレス
ウ
ー

11

※ ※※※※

形
容
詞

i
＿

tォィ
、

ワ
l‾

ク
ニ

ク
ト
ナ

、－ジ
ノ
ナ

シ
1

（
ゲ
）

シ
1

1シ
1

ウ
＿

※イ※イ※ヤ※

副ヤ
ガ

タ
ラ

ナ
ド

カ

ヾ

サ
1

バ
ラ

エ
1

テ1111
ふ 詞

1

※※※※※
接
続

ササササ
＿

サ
＿ テテテアア

111
ユ

12 詞

又※※
接
尾ゲゲゲ

3111
語

九十七 品

詞

論
・殴

b

類

492131637394ハ05 7

マ
キ
1

名

・詞

フェスツ チ

動

詞

マ

フ

オ
ホ

ル
グ

ワ
ル

ク
1

ギ
レ

1ス
1

11 1

サ
ガ
〈

シ
1

形
容

詞

ヤ

ハ
′
＼

2

副

詞

接
続
詞

接
尾
語



こ
の
よ
う
に
、
第
八
篇
以
前
の
a
類
の
段
に
は
、
表
記
様
式
と
、
表
現
素
材
と
、
用
語
意
識
と
の
問
に
、
一
連
の
対
応
関
係
が
見
出
せ
る
。
b

類
の
段
に
も
、
a
類
の
段
と
対
立
的
な
意
味
で
の
対
応
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
九
篇
以
降
に
は
、
こ
の
よ
う
な
対
応
関
係

は
見
出
せ
な
い
。
尚
、
以
上
の
こ
と
は
、
仮
名
表
記
さ
れ
た
語
に
基
い
て
の
推
定
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
語
を
も
含
め
て
、

用
語
の
全
体
に
亘
っ
て
考
察
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

3
、
日
次
記
事
・
説
明
記
事

日
次
記
事
・
説
明
記
事
に
見
ら
れ
る
自
立
語
の
仮
名
表
記
例
に
つ
い
て
、
夢
の
記
述
と
同
様
の
分
類
を
行
な
っ
た
表
が
次
で
あ
る
。

＜
表
3
＞

l
　
日
次
記
事

2
　
説
明
記
事

篇
・
段

a

類

U
糾

（針

鼠

自

立

語

5諦

）
九十 六七一・＼ノ 篇

．
21319132 516212とU9 自

立
語

段

の

用

評

）

b

類

1

十 十
一＿

篇
．

a

類

63 ‾79 段

1
13

白

H

の
糾
〈距

）

2

伯
∵
は

立

語
5諦

）
九十 二六 篇

．
も

類

70159no191401444940506 13 段
＿自

立
語

鼠

封1211

（
表
中
、
自
立
語
の
用
例
数
は
、
延
べ
語
数
で
あ
る
）

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
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一
九
〇

表
よ
り
、
日
次
記
事
に
お
い
て
は
、
全
篇
に
亘
っ
．
て
、
a
類
に
属
す
る
段
が
、
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
・
夢
の
記
述
に
お
い
て
、
第
八
篇

以
前
と
第
九
篇
以
降
と
の
間
に
、
表
記
上
の
変
移
が
見
ら
れ
る
の
と
は
、
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
説
明
記
事
に
つ
い
て
は
、
仮
名
表
記
の
見
ら

れ
る
段
自
体
が
少
な
い
が
、
第
八
篇
以
前
で
は
、
四
段
申
二
段
が
a
類
に
属
し
、
一
方
、
第
九
篇
以
降
で
は
▼
、
十
三
段
中
一
段
の
み
が
a
類
に
属

し
て
い
る
。
こ
の
ヰ
っ
に
、
説
明
記
事
に
お
け
る
変
移
の
方
向
は
、
夢
の
記
述
の
方
向
と
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
せ
小
え
る
。

4
、
平
仮
名
・
万
葉
仮
名
表
記
に
つ
い
て

夢
記
に
は
、
次
の
よ
う
な
自
立
語
の
平
仮
名
・
万
葉
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
。

我
仏
事
ノ
導
師
す
へ
し
　
（
⑧
1
1
2
）

右
は
、
第
八
篇
1
6
段
に
見
ら
れ
る
。
a
類
の
段
で
あ
る
。
他
の
平
仮
名
表
記
例
は
、
す
べ
て
付
属
語
で
あ
る
。

〔
×
Ⅱ
〕

曲
問
之
人
ニ
テ
ヤ
於
波
之
「
須
寛
こ
　
（
⑲
讐

右
は
、
第
十
篇
9
段
∵
a
類
の
段
に
見
ら
れ
る
。

以
清
浄
綿
多
宇
佐
儀
に
懸
り
（
⑳
聖

右
は
、
第
十
篇
1
2
段
・
b
類
の
段
に
見
ら
れ
る
。
付
属
語
の
万
葉
仮
名
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。
・
以
上
の
∵
平
仮
名
・
万
葉
仮
名
表
記
例
は
、
い
ず

れ
も
、
′
夢
の
記
述
の
部
分
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

尚
、
補
足
と
し
て
、
字
音
語
の
仮
名
表
記
例
を
示
す
と
、
次
の
様
な
も
の
が
あ
る
。

〔詞〕元
久
二
年
薬
甜
淀
寺
横
尾
修
｛
婁
各
法
讃
ス
仏
頂
（
⑦
2
）

右
聖
「
ス
」
は
、
「
諦
」
の
片
仮
名
表
記
と
も
見
ら
れ
る
が
、
一
方
、
サ
変
動
詞
「
ス
」
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
右
の
例
は
、
第
七
篇
1
段
・

b
類
の
日
次
記
事
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

即
時
片
方
へ
行
テ
ス
シ
日
日
∪
（
⑨
1
0
4
）



右
は
、
第
九
篇
1
2
段
・
b
類
の
夢
の
記
述
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
「
詞
」
の
片
仮
名
表
記
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

右
以
外
に
も
、
次
の
様
な
も
の
が
．
あ
る
。

〔
陀
羅
尼
〕

｛
筐
印
タ
ラ
ニ
（
⑳
聖
第
十
篇
9
段
・
晶
の
夢
の
記
述
都
部
タ
ラ
ニ
目
（
⑧
4
）
第
八
篇
2
段
・
b
類
の
日
次
記
事
都
部
陀
同
房
目

（
㊥
H
）
第
八
篇
9
段
・
b
類
の
日
次
記
事

〔
毘
底
舎
那
〕

ヒ
ル
シ
ャ
ナ
（
⑩
相
）
第
十
篇
6
0
段
・
晶
の
説
明
記
事
ヒ
ル
舎
那
像
（
㊥
哩
「
第
十
篇
5
9
段
・
b
類
の
夢
の
記
述

〔
賓
頭
底
〕

賓
ツ
ル
六
⑳
叩
「
第
十
篇
2
0
段
・
も
▼
類
の
夢
の
記
述

〔
受
陀
羅
〕

万
タ
ラ
（
㊥
悶
）
第
八
篇
1
3
段
・
も
類
の
夢
の
記
述

〔
猫
鈷
〕

ト
音
印
（
㊥
3
・
牛
）
第
九
篇
1
段
・
も
．
類
の
夢
の
記
述

〔櫨〕ロ
（
⑦
3
8
・
翌
・
第
七
篇
9
段
・
・
a
類
の
夢
の
記
述

右
の
「
臆
」
に
は
、
．
「
白
」
と
宛
字
表
記
さ
れ
た
例
（
⑦
竺
亜
）
第
七
篇
9
段
・
a
類
の
夢
の
記
述
も
あ
る
。

五

、

ま

と

め

仮
名
麦
記
町
見
ら
れ
る
段
に
つ
い
て
の
以
上
の
考
察
に
、
仮
名
表
記
の
見
ら
れ
な
い
段
を
転
加
え
、
夢
記
各
欝
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
の
表
記
様
式

附
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
九
－



鎌
害
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

を
分
類
整
理
す
る
と
、
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
表
に
お
い
て
は
、
仮
名
表
記
の
見
ら
れ
な
い
段
を
、
．
C
類
と
し
て
示
し
た
。

＜

哀

4

＞

仮
名
表
記
の
見
ら
れ
る
段
＜
Ⅲ
墾
鱒
㈹
醤
一
摘
㌶
開
柚
摘
段
＝
h

仮
名
表
記
の
見
ら
れ
な
い
段

年
紀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
心
c

那
鍬
監
頭
糾
一
軒
町
射
酎

建
久
七
・
春
比

建
久
七
・
八
九

自
建
仁
元
・
正

三十十
一

十
一

十
二

五 十
＿

45671234
ニ
123456789

元

久

元

・
六

・
三

r
・
十

’
十

’
廿

t

十
’
十

‘
十

’
十

’

・
十

．
十

’
十

’
廿

’
其

’

廿
’
廿

．
二

・廿

．
三

・
二

一二三 一エロ□五六一廿 ー七九
日

cc cCc cc

a1D1D 1DaCCaaaa aa一・D

aa

（
三
〇
四－
32
歳



六

元
久
元
・

・
七

・
八

二
　
・
十
口

二同
　
・

CC
I
D

1
DaaaC

CbC

七

7890

「
⊥

112131415161718191

元
久
二
・

・
十

・
十
一

・
十
四

・
十
五

・
十
六

・
十
七

・
十
八
日
朝

（
抹
消
）

・
十
八
日
朝

・
十
九

元
久
二
・
十
二
・
十
四

・
十
九

建
永
元
・
五
・
廿・

廿
九

・
州

・
六
・
一二

ハ

・
同
・
八・

十
・
従
同
十
三
日

一
b

cCCC
I
DCCC

I
D

1
Daabaal

D

九 一・＼ノ

0212223212345 1234567890111ウ
〟

131415161

建建建 建建

．

十
四

t
十
五

∵

十
六

’
十
八

暦保保 永永

二

・
九

六

・
八

’
九

七

・
正

元元白
H同

十十十十十十十十
一一一】 一一一一 一一ー一
．
十
九

’
十

＿

ー
十
三

’
十

二

°月
廿
七

廿
七

廿
日

廿
六

廿
七

一四

．

廿
九

七中
旬

八廿
八

ヨ
HHノ

cc C1bcC．bcCbC c

1bc1Db adb1Daaa 1b1D1DトD

C c

（
三
三
）
40
歳

〈
一三
八
）
46
歳

（
三

九
）・47
歳

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
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678∩ロ011121 12345678901112131415161718191

承

同

・
二

’
二

二

＿

’
七

久

二従
同

五七
1
＼ノ七二二四四月六七六月

上此 ’
十

五

’
十
六

’
十
九

’
廿
七

’
廿
九

’
十
二

’
其
十

十

＿

十
四

‾
二

五旬
比

廿誌廿廿

＿．

廿
八

廿
九

廿
八

廿
九

日日日 日日三
比以朝 後款R

M前 朝軟
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表
を
、
更
に
数
値
化
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
夢
の
記
述
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
八
篇
以
前
で
多
か
っ
た
a
類
の
段
が
、

第
九
篇
以
降
減
少
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
も
類
・
C
類
の
段
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
内
、
b
類
と
C
類
と
の
表
記
上
の
相
違
は
、
自
立
語
切
l
・
研
及

び
、
付
属
語
・
送
り
仮
名
の
仮
名
表
記
の
有
無
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
乱
立
語
初
▼
・

佃
の
有
無
は
、
用
語
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
付
属
語
・
送
り
仮
名
に
つ
い
て
は
、
1
1

詳
細
な
考
察
は
今
後
に
譲
る
が
、
概
括
す
る
な
ら
ば
、
b
類
の
段
に
は
、
ま
っ
た
く
国
語
の
語
序
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
段
に
よ
っ
て

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
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は
、
殆
ど
、
付
属
語
・
送
り
仮
名
を
仮
名
表
記
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
b
類
と
C
類
と
の
表
記
上
の
相
違
は
、
付
属
語
・
送
り
仮

名
の
仮
名
表
記
の
程
度
差
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
b
類
と
C
類
と
は
、
和
化
漢
文
的
表
記
様
式
と
し
て
、
連
続
的
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
a
類
は
、
付
属
語
・
送
り
仮
名
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
b
類
と
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
自
立
語
に
は
、
本
来
、
和
化
漢
文
で
は
漢
字
表
記
さ
れ
る
べ
き
語
に
、
′
　
仮
名
表
記
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
a
類
の
段
に

は
、
和
化
漢
文
的
表
記
様
式
と
は
異
質
な
表
記
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
的
表
記
の

要
素
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
。

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
た
上
で
再
考
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
夢
の
記
述
に
お
い
て
は
、
各
段
の
書
写
に
お
い
て
、
第
八
篇
以

前
で
は
、
漢
字
交
り
片
仮
名
文
的
要
素
を
含
む
表
記
様
式
と
、
和
化
漢
文
的
表
記
様
式
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
九
篇
以
降

で
は
、
和
化
漢
文
的
表
記
様
式
中
心
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
方
向
性
を
更
に
要
約
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
表
記

上
、
非
和
化
漢
文
的
要
素
の
排
除
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
次
記
事
に
お
い
て
は
、
全
篇
を
通
し
て
も
類
と
C
類
の
段
し
か
見
ら
れ
ず
、
表
記
様
式
は
、
和
化
漢
文
的
な
も
の
で
一
貫

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
次
記
事
が
、
殆
ど
の
段
に
お
い
て
、
一
・
二
行
の
短
い
文
章
で
あ
る
こ
と
と
、
内
容
の
面
で
定
型
的
で
あ
る
た
め
か
と

思
わ
れ
る
。

一
方
、
説
明
記
事
は
、
C
類
の
段
も
含
め
て
考
え
る
と
、
第
八
篇
以
前
で
も
、
和
化
漢
文
的
表
記
様
式
の
段
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
比
率
と
し
て
見
れ
ば
・
、
第
九
篇
以
降
に
比
べ
て
、
a
類
の
段
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
説
明
記
事
も
変
移
の
方
向
と
し

て
は
、
夢
の
記
述
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
恵
上
人
夢
記
は
、
そ
の
記
述
の
量
的
・
内
容
的
中
心
で
あ
る
夢
の
記
述
と
、
内
容
的
に
、
そ
れ
に
連
続
す
る
説
明
記
事
に

お
い
て
、
第
八
篇
以
前
と
第
九
篇
以
降
と
の
間
に
、
表
記
様
式
上
の
変
移
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
八
篇
は
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
明
恵

上
人
三
十
四
歳
の
時
の
書
写
で
あ
り
、
第
九
篇
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
二
D
明
恵
上
人
四
十
歳
か
ら
の
書
写
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
六
年
間
に
こ
の



よ
う
な
変
移
が
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
六
年
間
の
空
白
を
埋
め
る
夢
記
を
求
め
、
又
、
表
記
様
式
以
外
の
面
か
ら
の
考
察
を
も
加
え
、

更
に
、
明
恵
上
人
の
年
譜
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
を
行
な
っ
た
上
で
論
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と
。
あ
え
ず
祝
段
階
で
の
推
定
を
述

べ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
建
永
元
年
（
1
二
〇
六
）
、
明
恵
上
人
は
、
後
鳥
羽
院
よ
り
栂
尾
の
地
を
賜
り
、
高
山
寺
再
興

に
葦
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
以
降
、
明
恵
上
人
の
下
に
は
多
く
の
弟
子
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
教
団
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
を
形
成
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
至
っ
て
は
、
従
来
、
自
分
の
見
た
夢
の
個
人
的
な
記
録
で
あ
っ
た
夢
記
も
、
周
囲
の
者
に
も
見
せ
る
必
要

（n）

の
あ
る
公
的
な
性
格
の
も
の
へ
と
、
変
じ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
夢
記
の
性
格
づ
け
の
変
化
は
、
表
記
様
式
の
面
に
も
影
響
を

与
え
、
従
来
比
較
的
自
由
な
様
式
で
記
し
て
い
た
も
の
が
、
日
記
と
し
て
正
統
的
な
、
和
化
漢
文
的
表
記
様
式
を
中
心
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

5）6）

7）

「
日
本
語
の
世
界
5
　
仮
名
」
　
第
四
章
　
漢
字
と
仮
名
と
の
融
合

「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
序
章
研
究
の
意
義
と
資
料
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
算
三
輯
二
九
七
二
年
三
月
）

本
文
の
引
用
は
、
「
明
恵
上
人
資
料
竺
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
七
冊
）
」
第
二
部
明
恵
上
人
夢
記
に
お
け
る
撃
本
文
に
基
い
た
。
但
し
、
補
読
及

び
句
読
点
は
除
い
た
。

春
日
政
治
博
士
「
古
訓
点
の
研
究
」
和
漢
の
混
清
・
築
島
裕
博
士
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
第
七
章
第
三
節
変
体
漢
文
研

究
の
構
想
・
同
前
注
1
文
献
・
峰
岸
明
氏
「
岩
波
講
座
日
本
語
1
0
　
文
体
」
4
　
記
録
体

「
明
恵
　
遍
歴
と
夢
」
　
Ⅱ
　
栂
尾
の
上
人
1
明
恵
の
生
涯
（
二
）

「
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
（
高
山
寺
資
料
叢
書
別
冊
）
」
明
恵
上
人
関
係
典
籍
の
奥
書
・
識
語
に
つ
い
て
1
附
・
明
空
人
夢
記
等
箆
等
1

（8）

注
4
文
献

仮
名
表
記
の
み
見
ら
れ
る
語
の
内
、
用
例
2
例
以
↑
の
も
の
に
は
、
漢
字
表
記
さ
れ
得
た
と
考
え
ら
れ
る
語
と
、
漢
字
表
記
さ
れ
難
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
語
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
類
の
語
の
区
別
は
、
「
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
」
「
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
」
に
お
け
る
掲
出
状
態
に
よ

っ
た
。
又
、
山
口
佳
紀
氏
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
－
仮
名
菅
立
話
の
意
味
す
る
も
の
－
」
（
国
語
と
周
文
学
昭
和
四
三
年
八
月
）
を
参
考
に
し
た
。

明
恵
上
人
夢
記
の
表
記
様
式
に
お
け
る
年
代
的
変
移
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∵
九
七
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（
9
）
　
「
ヒ
ワ
ル
」
は
、
用
例
が
「
ヒ
ハ
レ
テ
」
（
①
7
）
と
な
っ
て
お
り
、
ハ
行
転
呼
音
の
誤
ま
っ
セ
個
帰
に
よ
る
誤
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

見
て
、
「
ヒ
ワ
ル
」
は
一
語
意
識
を
持
っ
て
用
い
ら
れ
た
と
孝
冬
ら
れ
る
の
で
、
一
語
と
し
て
採
集
し
た
。

（
1
0
）
　
和
文
特
有
語
の
区
別
に
は
、
「
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
」
「
平
安
時
代
語
新
論
」
築
島
裕
博
士
著
を
主
艦
用
い
、
「
古
典
対
照
語
い
麦
」

宮
島
達
夫
氏
編
に
お
い
て
、
更
級
日
記
ま
で
の
十
一
作
品
で
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
を
も
っ
て
補
っ
た
。

（
1
1
）
　
注
5
文
献
を
参
考
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
八
年
八
月
、
広
島
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第
八
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
基
い

て
、
加
筆
し
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
も
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り

懇
切
な
御
指
導
を
戴
い
た
。
記
し
て
学
愚
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。




